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日・米・中にみるいじめと家族の粋の国際比較
一大学生を対象にした 2次調査一

植木武 石橋義永 吉野諒三

J. Torquati R. Tamashiro R. Edmondson 張正軍

I はじめに

前回 (1次調査 2008.10～2009.5）は．日本とアメリカとの「家族の緋」と「いじめ問題」の比

較調査であった（植木他 2010. 2011: 101-40）。今回も同様のふたつのテーマの調査であったが．

2ヵ国に加えて中国を入れることになった。そこで.2次調査は. 3ヵ国語のアンケート用紙を作

製しそれぞれの国で.2012年3月より調査を開始し.2013年5月までかかり，アンケートを回

収した。

今回の 2次調査も＇ 1次調査と同じく SPSSを用いて集計・解析を行ったが＇ 1次調査では割愛

させてもらった自由書きの集計を 今回は行った。 2次調査の「自白書きJは．先に発表（植木他

2014 : 212-5）させてもらったが．その際に書き切れなかった分を本稿で補足している。自白書き

ゆえに．翻訳作業が含まれた。ところが．英語はなんとか読めたが中国語が読めず．中国人学生と

日本人学生とをベアにして日本語に訳してもらい．それらをもとに分析した。訓練を受けていない

学生に翻訳作業をさせた問題は残るが．とにかくも．日本語に訳された自由香きをひとつひとつの

「意見jに分離して．それらを集計することにした。この3ヵ国語の自白書きを「意見」ごとに分離・

集計するのに．植木と助手で計250時間掛かっている（植木他2014: 212-5）。

2次調査に中国を加えた理由は．ある日系中国人の方から．「中国ではいじめが無いJと聞いた

からである。そこで 日本の大学で教鞭を執る中国人教授に聞くと．「もし無いならば．それは教

師の権威が強すぎていじめが起こらないのだろうJと聞いた。そこで．是非とも中国のサンプルを

とりたいと希望したからである。

以上のような理由で．本調査はすべての分析が完了した訳ではなく．そこで拙稿は．最終報告書

ではなく．途中経過の研究ノートと理解して欲しい。

1I 調査概要

1次調査と同様に．今回の2次調査の被験者は，すべて大学生であった。日本は＇ 5大学（札幌

市立大学・共立女子大学・明治大学・同志社大学・香閥女子短期大学），アメリカは 3大学（ウエ

プスター大学・ネプラスカ大学・ハワイ大学）．中国は6大学（A～ F大学）であった。中国の大

学は，匿名を条件に調査へ協力してもらった経緯があり．大学名を明らかにすることはできない。

l次調査との相違は．日本の大学がlつ．アメリカの大学が2つドロップアウトし，中国の6大学
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表 l アンケートの配布と回収について

日本 アメリカ 中国 言十

アンケート配布数 約 l脱却 約600 約成泊 約2200

回収数［女］ 674 193 369 1.236 

回収数［男］ 159 86 83 328 

性別無記入 18 6 25 

百十 おl おO 458 1.589 

が追加されたことである。

アンケートの配布数と回収数は．表1のごとくであるが，男子学生数の少なかったことが． 1次

調査と同様に気にかかった点である。 1次調査に比べ，アメリカでの回収数が大幅に減少した点も

気にかかっているo

今回の 2次調査アンケートの質問項目は，不必要と思われた数個の質問項目を削除し，必要と思

われた数個の項目を追加したが，それら以外は，基本的には 1次調査と同じものである。 2次調査

のアンケート用紙は．質問 l～ 18までが．いじめた（ I)・いじめられた（II）に関する項目で．

そのうち質問 10と質問 18は自白書きである。すべて l次調査のアンケート質問項目と同じである

が．質問 7（なぜ．死にたく思ったか）は，新しい項目として追加した。

今回のアンケートの質問 19～ 27までは，家族の緋（ill）に関する質問であるが，以下の2点の

みが. 1次調査のアンケートと相違する。 1次調査の質問項目には，両親との同居に関する質問が

4つあったが．誤解・混乱を避けるため．ひとつを残して3質問を削除した。もうひとつの相違は．

今回のアンケート調査のために追加した質問 27である。

質問 27は．新たな仮説のもとに，追加された非常に重要な質問項目であるo l次調査の最終報

告の「将来の課題Jの中で．このような国際比較調査，つまり異文化比較研究では，アンケートの

「家族の紳」に係わる質問に対し．われわれは．文化により相違する「建て前Jと「本音」を．被

験者は無意識のうちに使い分けているのではなかろうかという疑念を抱いた。 l次調査の仮説検定

の結果（アメリカの家族の緋は．日本のそれよりも強い）を基にして．われわれは，文化により．

時代により．「家族の緋Jに関する強調に濃淡があるのではないかという疑念を持ったのである（植

木・山森・石橋・吉野他 2011: 124. 5）。そこで，この疑念を検証したく思い追加したのが．今回

の質問 27である。新理論と思ってもらって構わないのだが．異文化比較研究をする際は．文化に

より浪淡の差が出る「建て前Jと「本音」の差とか．その文化が時代の要請から特に強調するかし

ないかという文化価値の濃淡から出てくる差は．どうしても存在するであろうと考えた。そこで．

もしそうであるならば．別の基準で，その検証もしなければならないと考えたのである。私ども

の場合は「人間行動Jというもので．クロスーチェック（cross-check）されなければならない．

という新理論をもって，追加したのがこの質問 27である。ただ．大変に残念なことに，新理論の

ために追加された質問 27であるが．現時点において分析が未完ゆえに 本稿では発表できない。

質問28から 32までは．被験者自身の特性と自己分析（町）に関する新項目である。今回は．国

円。
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籍 ・民族的＇i"f-!;(.自身の性格等を聞いてみた。以上のごとく， 2次調査のアンケート用紙は. 4グ

ループ (I～N）に分割される。

1 t欠調査では発表（植木他 2010,201けしたが. 2次調査の本稿では．現段階で発表できない分

析が． もうひとつある。どのようなカテゴリーが目国籍別町性別に影響iを与えるかを判別する多重

コレスポンデンス分析がまだ終了しておらず．その報告は．残念ながら同じく先送りとなった。

m 調査結果

今回の 2次調査の前半はいじめ問題であるが．いじめ問題は前半 (I）の「いじめられた経験Jと，

後半 （II）の「いじめた経験」に分けられる。

図 l(I間la）は．「いじめられたことがありますか」と聞いた結果である。日本 ・米国 ・中国

を男女に分け6グループにすると．無回答がグループ別に 0.0～ 6.5%まであったが．性別よ りか

国による差が顕著に見られた。日本はいじめられた経験が男女ともに少なかったが．米国と中国は

男女とも過半を超えている。つまり．中国にもいじめはしっかりと存在することが解った。死まで

に至る 日本のいじめと．死とは直結しない米国や中国とでは．いじめの質に大きな差がある。

図2( I flJJlb）は．いじめられた経験のある大学生たちに，いつ頃いじめられたかを複数回答

有りで聞いた結来である。これも性別よりか国別に差が見られたが， El本と米国は小4～ 6と中 l

～ 3が多く 一方 中国は小 l～ 3が多かったが．それ以外は少なかった。高校時代になると．米

国は少し多いが．日 ・中ともに少ない。ひとつ気に掛かるのは．中国は小学低学年にいじめが最大

となったが．これは． 日・米で考えるいじめよりか．もしかすると．からかいやふざけ等が多く混

〔図l〕Illllla. いじめられたことがあるか
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自由性きのところで中国入学生が.,j、じっているのかも知れないと思える点である。この懸念は．

日本入学生だったらからかいやいたずらと無視するような

われわれが感じた懸念でもある。
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学生の頃にいじめられたと性いた例に．
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いじめられた経験の中で．「一番ひどいいじめを受けたj時期をひとつだけ図3( I問2）は目

米国て・は小学校上級生と＂＇学時代が日本では中学生時代で聞いた結果である。最悪のいじめは．

からか中国では小学校下級生のときであった。巾国の小学校下級生というのは．同じぐらい多く．

いやふざけが混じっていることを想定させる。

M：！！！.~のいじめの時． 「どのよ う ないじめ」であっ たかを聞いた紡よいである。
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図が煩雑になるため．その他 （1.3～8.5%）で少数例を括らせてもらった。日本は男女の差もあっ

たが．「仲間外れJ「誹誇中傷J「言紫の脅し」の順であったが．米国も男女の差は大きかったが．

日本と少し似て「誹詩中傷」「身体的暴行」「言葉・の脅しJr仲間外れ」であった。中国も男女差はあっ

たが．「身体的暴力j「仲間はずれ」「言業の脅しJであった。ここで注目をヲ｜くのは．米国と中国

に「身体的暴行Jが多く .El本は少ないという点である。米国の「身体的総行」は想像つくが．中

国の小学下級生の「身体的暴行Jは．乱暴な男子生徒が突然に女の子の顕をぶったり押したりする

ようないじめで．私共が想定する陰湿で継続的な「身体的暴行」とは．かなり相逃するのではない

だろうか。

頻度は高くないが．「ネット上でのいじめJは米国女子に多く ．日本女子にも少しいた。「秘密を

暴露」するのは中国男子と米国女子に多かった。「持ち物を隠す」は．日本と中国の男女ともに多かっ

たが．米国の男女はともに少なかった。「パシリをさせられるJのは．中国女子に少しあり．日本

女子にはほんのわずかであったが見られた。「金品の要求」は．中国男子と米国男子に多く ．日本

男子は少なかった。「性的暴力」は．米国女子と日本男子に少し見られた。「物での脅し」 は．米国

男子に見られた。

図5(I問4）は，「誰によ って最悪のいじめを受けJたかであるが目「級友」が圧倒的に多い。

それ以外は少数であったが，両親と答えたのは日本と中国にわずかではあるがあった。兄弟姉妹と

回答したのは中国男女と米国女子であり．先生と答えたのは中国男女と日本男子で．わずかではあ

るカfあった。

図6(I間5）は．自分に対し「最悪のいじめをした人」のジェンダーを聞いた。圧倒的に向性

からのいじめが多かったが．集性か

らというのは．中国女子と米国女子

に少々あった。両方というのは．最 畑

悪のいじめをしてきたのがグルー

プの場合は．男女が混じることがあ

〔図 6〕Il:115. いじめられた相手の性別
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とも「辛いjが最ー多であったが． 日

本は他国に比べて「非常に辛い」が

かなり多かった。更に．「死にたく

思ったJも．日本が最多であった。

これは．日本人のいじめが他国のい

じめより質的 ・量的に劣悪なものな
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〔凶 7〕I 11116. どう思ったか

ロ揖

・女［ ｜｜ 

I II ~·~1 

' ' "・"' 

”に人い

のか．あるいは．日本人の若者が．他国の若者たちと比べて精神的に脆弱なのか等の．考察を必要

とされよう。

図8( I問7）は．今回の 2次調査で新たに加えた質問項目で．前問で「死にたく思った」と回

答した方のみに回答してもらった結果である。「そのいじめを受けたとき．なぜ．死にたく思った

のですか」と聞いた。複数回答を可能としたので．制合いがマチマチとなってしま ったが この図

で解説する。I］本男子には自分が「必要ではないJと思った理由が故も多く ．次に非常に 「辛かっ

たJ.次に「自分が死ねば相手の責任Jという彼艶心もあった。日本女子に限っては．「辛かったJ「嫌

われているJ「必要ではない」が多く 「相手の責任」も少しあった。米国女子に限るが． 「悲しかっ

た」「嫌われている」 「必要でない」が多かった。＂＇国男女は ．「さとかったJからという回答が最多で．

中国女子に限ると「悲しかったJ「嫌われているjと思ったから．の回答があった。

「死にたいjと，思ったのは．日本は i：伊l米国は6%.中国は2～ 3%で．日本は多く．アメリカも

少し多かったと思える。なにしろ「死」という問題なので．軽んじではならない重要なポイントである。

区19(I問8）は. 1'1ii!lf.~のいじめを受けた｜努に ， 「絞初に誰に相談しましたかJ と聞いた。 3 ヵ国

とも「相談しないJが故多であった。相談したq－，では．「親／両親Jが3ヵ国とも．男女とも．故

多であった。次が「友人J「先生Jと続く。少し驚いたのは，「兄弟姉妹Jが非常に少ないというこ

とであった。ひとつ興味がひかれたのは．「友人Jに相談するという回答が. 3ヵ国とも女子が男

子に比べてずっと多く ．「先生Jに相談するは.3ヵ国とも男子が女子よりずっと多い点であった。

図10( I問9）は．あなたといじめた人 （グループ） とのその後の「関係はどうJなったかを

聞いた。日本男女の「和解した」が多いのは，i.i,r:nに教員が入って和解させるケースが高いからで
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なぜ死にたく！ぶったか〔図 8〕I11117. 

’”朋弘

ロ担

・女

ttJl’‘ 

若
宮

阿南

10α’‘ 

..”‘ 

x’‘ 

。，‘

阪調‘

＂＂‘ 

｛図 9〕I11118. 滋に相談したか

官
SI 

苦
虫

“灘 7

# 
~ 

雪一一→

主

ロ揖・女

・4皿

e

－－、－－円
aha 

#. 
刊

#. 
“ 

e

－
F
a
h
F同

e
aF
司
・

」目
何

羽R． 
＂＂‘ － 

Jnよ！ ~ ! I 

中 1で＇訂で，ヤ↑ごI"' 

aa副
主

- 22一

電

守

、，

#. 
司． ・4

』~~；~－
a
－、＝,a’‘ 

""' 



共立女子大学 ・共立女子短期大学総合文化研究所紀要 第22号 2016年

〔閃 10〕 I Hil9. その後の相手との｜拠係
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あろうか。「口を利いていないJと答えたのは米国男女に多いのと．逆に日本男女に少ないのは．

対照的となっているが．この理由はそれぞれの国の学校状況に影響されているのではなかろ うか。

円本の学校は簡単に学校を変更することは開Itしいが，米国は比較的簡単に学校を移ることができる。

同じ学校にいれば．どうしても口を利かざるを仰ないし．学校を変われば話すこともない． という

状況と｜刻係があるのではなかろうか。

図 lla( I問10）は．「あなたは．なぜいじめられたのですか」という質問に対する自白内：き回

答を．回答者の割合いと．意見数とにまとめたものである。なお 意見とは．回答文を単語別にし

たもので．例えば．「馬鹿で乱暴もの」ならば.2意見となる。

いじめられた経験の割合いが高かったアメリカと中国が．低かった日本より回答者数の拘l合が高

かったことは．納得できる。 3ヵ国を合併して性別で比較したところ．回答者の割合がほぼ同じ （男

34%. 女 32%）に出たことは，偶然であったのではあるが．面白いと思った。

図 llb ( I問10）は町「なぜいじめられたJのかという質問に対する．いじめられた本人が自由

啓きスタイルで自己分析をした結果であり．大変に001味深いものがある。自由哲：きを．国別と性別

とを基準に細かくひとつひとつの「意見Jに細分しその後に，「自分が原因」「相手が原因」 「そ

れ以外の原因Jと3大区分した。次に．類似する「意見」をまとめ．それぞれの区分（3大区分）

のそれぞれの原因 ・理由（A-1～ 5. B -1～4. C -1～ 7計 16）の中に，集約させた。

「自分が原因」の中では.3ヵ国を比，1攻する と「弱い性絡Jが男女ともに最多であるのだが． ｜ご｜

本の女性だけに｜浪つては．「態度Jの次になっている。アメリカに｜浪つては．男女ともに「外見」

に数が多く集まった。「相手が原因Jでは．「嫉妬」が日本女性とアメ リカ女性に最多になったが．

- 23一



日・米 ・q，にみるいじめと家肢の料の国際比較一大学生を対象にした2次湖査一

［凶 1la] I lllJIO. なぜ．いじめられたかの回答数と意見数 （「lill.＇下き（ii（答）

回答者数の割合 IIいじめられた定見敏

27/159=17% 41 

150/675=22% 223 

2/18=11% 3 

179/852 =21 % 267 

いじめられた意見数

44/86=51% 112 

101/193=52% 229 

1/1=100% 3 

146/280=52% 344 

39/83=47% 60 

151/369 =41 % 267 

4/6=67% 10 

194/458=42% 337 
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共立女子大学 ・共立女子短期大学総合文化研究所紀嬰 第 22号 2016年

回答者数の割合

園 女 402/1237=32% 719 

然記入 7/25=28% 16 

合 計 519/1590=33% 948 

［凶 llb]I llillO. なぜ いじめられたのか立見分類（自由特き回答）

調E昆 ,c:豆
A01慾131: 女 49！耳5無言E入1 55/134=41% 

A・2弱い性絡 女 3sm 13 51/134=38% 

ー 官官圃圃圃圃歯固幽圃 噌2

A・3外見 女 8 JI! 6 14/134=10% 
回開聞 咽胴同情

A-4 f生絡の不一致 女 7 努2無!c入1 10/134=7% 

A・5友人をかばった 女 4 男。 14/134=3% 

8・1嫉妬 女 14努 1無!c入1 16/44=36% 

：ら2嫌う・パカ・ムカつく
．”  主、9 男戸山← ]l 1~~mi 

8・3勘違い1見解 女 9 男。 9/44=20% ,. 
9.4から泊、い 女 4 男1 5/44=11% 

← 

c・1状況・ll焼 女 23男。 23/89=25% 

一 ,r. 女 19!JI 3 ’ c・2順番 ii 22/89=25% 

E・3異性問題 女 5 男。 5/89=6% 

C-4異性・間性ステリオヲイブ”怒，r女 0

c・5性的趣向 女 0 男O 0/89=0% 

！｜女 O JI! 0 一E・6宗教 。,f89=0%
・』 ー

c・7その他・DK 女 34努5 39/89=44% 

（総立見放 267) 
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円 ・米 .rj1にみるいじめと家族の緋の国際比較一大学生を対象にした2次調査一

意見アメぜカ

35/218=16% 女 21男14A・l態度

103/218=47% 女 72到31A・2弱い性絡

自
分
が
鼠
図

78/218=36% 
無包男31女制

入ヨ
A-3外見

日1/218=0%男。女。A・4 f主絡の不一致

2/218=1% 女 2到。A・S友人をかばった

初 55=49%女 22男 511-1嫌妬

19/55=35% 見7女ロ11-2 II.起性・怒り・tiう・報復
相
手
が
原
因

1/55=2% 男。女 1B-3 ft見の相違

8/55=15% 男4女411-4遊び・からかい

38/71=54% 女 28男10C・l状況・環視

。1/71＝侃女0男。c・2順番

3/71=4% 男。女 3c・3114性問鈎

6/71=8% !Jl O 女 6C-4拠性・悶性ス子リオヲィブ怒

4/71=6% 男3女1c・5性的趣向

2/71=3% 5時2女。C-6宗教

18/71=25% 女13男5C・7その他・DK

（総怠比故 344)

中国

38/153=25% 女 32男6A・19度

80/153=52% 
見 16 無官官女 63

入1
A・2弱い性格

自
分
が
原
因

関5鮒 E入 1 15/153=1臨女9A・3外見

20/153=13% 男2女 18A・4性絡の不一致

。＇／153=0%男。女。A・5友人をかばった

19/98＝凶%女 17!lJ 2 11-1娘妬

51/98=52% 男7女輔自トz~う・教育・パカ· t生絡
相
手
が
原
因

11/98=11% !lJ 1 女 10Eト3コミュ不足・t見解

17/98=17% 男5女 128-4遊び・いたずら

女 27男3無飽入2 32/86=37% c・1状況・環境

6/86=7% 女 O Yl 6 C・2願書

2/86=2% 女 2刻。c・3異性問飽
そ
れ
以
併
の
阿
国

13/86=15% 
!ll O 無tc入女 10

C-4 輿tt・向性ス予リオ~イプ$

。1/86=0%到。

3 

女。c・5性的愈向

開。女。C-6宗教 。1/86=0%
女 23男7無侵入3 33/86:38% 

- 26一
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共立女子大学 ・共立女子短期大学総合文化研究所紀弦： 第22号 2016年

中国女性では．ひと括りにした「嫌う ・教育 ・パカ ・性格Jが最多に出た。「からかい ・遊び」が

3ヵ国ともそこそこに多かったことは，予iJIIJできた。「それ以外の原因」では 3ヵ国とも 特に女

性はそうであったのだが．「状況 ・環境jが対多になった。ひとつ気に掛かったのは．日本の女性・

男性と．中国の男性に．順番にいじめられるという「順番Jが多かったことである。男は乱採であ

るというような「異性 ・向性ステリオタイプ感jであるが，アメリカの女性と中国の女性に多く出

たことはj主目できる。

ここからいじめ問題の後半となる．「いじめた」経験をJJrJく。

函 12( Il問11)は 「他人をいじめたことがありますか」と｜捌いた。3ヵ国とも．男女とも．い

じめた経験を持つ学生は多いのだが．特にq，国男女と米国男女には多く ．日本男女が少なかった。

日本は．いじめ問題が大きな社会問題となっているわけで．それだけ学校では問題視しており，そ

のため数の上では少なくなっているのではなかろうか。日本に限って言えば．いじめた経験者の数

が少ないからといって．言うまでもないことであるが問題が小さいとは決して言えない。自殺者が．

これだけ続出しているのは日本だけであり．質的な而を考慮するならば．日本は3ヵ国中で最悪の

状況を呈しているからだ。

図 13( Il問12）は．「最もひどいいじめを したとき．どんないじめをJしたか．と聞いた。日

本は「仲間外れJ「誹誘中傷」「身体的暴力Jllliに多く．米国は「誹詩中傷J「｛中間外れ」 「言葉の符

しJJmに多く．中国は「｛中間外れJ「身体的総プJJ「言葉の袴しJが多かった。少し意外と思ったの

は．日本男子の身体的暴力が少し多かったことと．米国の身体的暴力が少なかったことである。

図 14( Il IHJ13）は．一番ひどいいじめをしたとき，「あなたがいつのことでしたか」と間し、た。

［凶 12)II Hill I. いじめたことがあるか
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I l・米 .rj• にみるい じめと家族の京j：の l •I際比較一大学生を対象にした 2 IX，調主トー

［図 13]ll 11:112. M:必のいじめの桟類

者
l 

ー ］ ー

［図14] II llll13.一番ひどいいじめの時期

月日

一一一一一一一ー一－・

ロ男

・女

日本と米国は. rj I i～3と小4～6が一番多いのだが米国女子に限つては．高 l～3も多い。中

国は．少し違って小 l～3と小4～6が多く， 中学と高校時代は男女ともに少なかった。

図 15( II間14）は．「誰をいじめましたか」と聞いた。圧倒的に「級友」が多く ．「兄弟姉妹J

が中国女子と米国女子に少しいた。中国の女子 ・男子が兄弟姉妹をいじめたというのは．どういう

ことか疑問が沸く 。先生をいじめたというのは． 日本と中国ともに少しあったが． アメリカに限っ

- 28-
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相手の性別［以l16) ll liill5 ては．男女ともに 0%であった。

a翼民 一一は.r一番ひどlヌI16 ( II 問15)
.. 
~ いいじめをした相手」の性別を聞い 似鳥

・女 C!/1 
紙
、
－円
h｜司てみた。3ヵ国とも．男女とも，

続
的

基
’＂＇ 性が多かったが．異性をいじめた1-J-'

""" ではrJJ国女子が少し多かった。「両

方Jというのは米国と中国に少し多

言

M刻‘

これは複数名をいじめたかったが．

苦

氏
、
幽
州

“鴻結果であろう。

図 17( II問16）は．「一番ひど X鴻

いいじめをした後で．あなたはどう
""' 

忠、いましたかJと聞いた。「非常に

'"" 日本男女とlf,Gずかしく思ったjは．

米国女子に多かった。「少し恥ずか
臼

。，‘

中国男女と米国男しく思った」は．

女に多かった。「何も感じなかったJ

少ないが.3ヵ国の男女にかなり多く ．「気持ちは良かったJと「とても気持ちが良かったJが．

ふざけと思っていたか．

ながらも.3ヵ国の男女にいたことは驚くべきことで．注目に悩する。

いじめと自覚していたか．

- 29-
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共立女子大学 －共立女子短期大学総合文化研究所紀嬰 ~22 号 20 16 ij': 

割合別に分けた 5択の中から．ひとつを選択させた。3ヵ国とも．「半々 jと「ふざけ75%Jが多

いが．「いじめ 75%Jと「いじめ 100%Jも少しあり．たとえ少しとはいえ．いじめの自覚をも っ

ていじめていたことに 驚きを覚えた。

Il 19a ( II問18）は．「あなたは．なぜいじめたのですかjという自由解答の質問に対する．！日l

答者の割合いと．意見数である。なお．意見とは．前にも述べたが回答文を単語別にしたもので．

例えば．「，馬鹿で乱暴ものJならば2）＇｝；見となる 。

性別）！正記入者を除外させてもらうと.3ヵ国の回答してくれた男女は最低が 16%で.M：高が

34%であった。3ヵ国とも安定していて，平均は 24%ぐらいである。

図 19b( II問18）は，類似する「意見」をまとめていき．それを最後には．国別に．「自分が原因j

「相手が原因J「その他jにまとめたものである。

「あなたは．なぜいじめたのですかJに対する白山回答を．まず目「自分が原因jからみると．ひ

とつに括った「報復 ・嫌い他」が. 3ヵ国の男女とも最多であった。次に．「向調 ・流されてjが

日本とアメリカの男女に多かったが．中国の男にはいなかった。次が．日本では「恐怖 ・リーダー

怖いJであったが．アメリカと中国には．男女ともほとんと’いなかった。次が．「からかい・面白い

冗談等jで．日本とアメリカに少しあったが．中国では沢山いた。「ねたみ ・嫉妬Jも．日本の女．

アメリカの男女．中国の女に少しいた。次の「相手が原因Jをみると，「自己中 ・イラつかせる ・

嫌な行動他Jが. 3ヵ国の男女ともに最多か最多に近く ．「性格 ・ナイープ ・皆と違う他Jが．同

じく 3ヵ国の男女に多かった。「外見Jは．日本とアメリカの男女にそれなりに多かったのだが．

中国では男女ともゼロであった。「性格の不一致Jも，男子は3ヵ国とも非常に少ないかゼロであっ

たが．女子は3ヵ国とも少しいた。最後の「それ以外の原因」をみると．「状況 ・環境」が3ヵ国

とも多く ．次は．日本では「異性問題Jが多かったが．不思議なことに．アメリカと中国は非常に

少ないかゼロであった。 日本の女子にIH'lつては．「順番」が少しいたことが注目できた。

［図 19a]JI問18.なぜ．いじめたかの回答者数と1ま見数（自由性き回答）

回答者数の割合 H いじめた定見数

37/159=23% 45 

111/675=16% 159 

1/18=6% 1 

149/852 = 17号也 205
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I 1・米 .rj • にみるいじめと家族の終の国際比較一大学生を対象にした 2 次調査一

29/89=34% 69 

57/193=30% 92 

1/1=100% 3 

87/280=31% 164 

いじめた怠児数

22/83=27% 32 

89/369=24% 148 

2/6=33% 10 

113/458=25% 190 

回答者数の割合 H いじめた窓見倣

88/328=27% 146 

257/1237=21% 399 

4/25=16% 14 

349/1590=22% 559 
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2016年第 22号総合文化研究所紀必共立女チ大学 －共立女子一短期大学

なぜ．いじめたかのX:i:.!,l分類（白 f~l{1f き 回答）［凶 19bJn 1::11s. 

割合窓見日本

51/119--43% 女41 !}J 9 熊犯人1A・1報復・ムカつ〈・嫌い

34/119=28% 女 27男 7A・2同級・流されて

19/119=16% 9l 2 女 17A・3恐怖・リーダー怖い
自
分
が
原
因

10/119=8% 男 Z女 8A-4からかい・遊び・楽しい

5/119=4% 男。女 5A・5負けた〈ない・うらやましい

。／119＝慌男。女。A・6 餓解・コミュ不足

32β8=55% 女 21鈎11IH自己中・Ill平づく・行動ずメ

10/58=17% 錦4女 6B・2性絡・ぷりつ子・態度

10/58=17% !Jl 2 女 8B・3外見
相
手
が
原
図

3/58=5% !JJ O 女 3B-4性格の不一致

2/58=3% 到1女 lB・S友人をいじめた

1/58=2% 現1女。B・6餓解

5/28=18% 女 5男。C・l状況・ll獲

5/28=18% 女 4男 1C・2良性問忽

そ
れ
以
外
の
原
因

4/28=14% 

14/28=50% 

男。

女 991 s 

（総ι包見以 205) 

女ac・3順番

C-4その他・DK

割合意見アメリカ

36/75=48% 女 18 !}J 18 A・l報復・自己顕示・嫌い

16/75=21% 女10到6A・2間関

。1/75=0%見。女。A・3恐怖・リーダー怖い

自
分
が
原
因

13/75=17% 
無舵男s女 4

入1
A-4面白い・冗敏・からかい

6/75=8% 
無飽男 1女 3

入z
A・S嫉妬・ねたみ

4/75=5% 見4女。A-6 鰻....コミユ不足

30/65=46% 女 16!JI 14 

21/65=32% 女 9 』日 12

B・lイラつがtきる・民穫し主い怒らせる

B・2ナイーブ・弱い性格

6/65=9% 9l 1 女 5B・3外見
相
手
が
原
図

5/65=8% !JlO 女5ll-4気が合わない

2/65=3% 廊。女2Eト5友人をいじめた

1/65=2% 女1男。B-6ゴシッブを流した

6/24=25% 女 6男。c・1状況・環境

1/24=4% 女 1!1J O c・2異性問題

そ
れ
以
外
の
原
因

E目。 日1/24＝偶

1刀24=71%

164) 

女。

女 129日5

（総.(i:』u主
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日・米 .q，にみるいじめと家族の緋の｜主II祭比較一大学生を対象にした2次調査一

怠見中菌

63/126=50 

% 
無tc入3女 49奥11A・1報復・ストレス発散・蛾い

4/126=3% 女4 男。A・2皆やっていた

1/126=1% 男。女 1A-3リーダーと一緒に
自
分
が
原
因

46/126=37 

% 
無犯人2男 11女 33A-4冗t員・面白い・いたずら

8/126=6% 男。女sA-5ねたみ

4/126=3% 男1女 3島6 鼠解・コミユ不足

11/34=32% 女8男Z無tc入 1B-1峰な行動・失礼な曾ll・自己中

13/34=38% 女9男 1無Be入3B・2弱い性格・皆と遭う

日／34=0%!JJ O 女。B-3外見
相
手
が
原
因

6/34=18% 男1女 58-4 ：＠＂見・考えの相違

3/34=9% 男。女3B・5友人をいじめた

1/34=3% 女 1男。B-6鎗われた

15/3~50% 女 14!IJ 1 C-1紋況・II境

。1/30=0%女 0男。C-2異性問題

そ
れ
以
外
の
原
因

日／30=0%男。女。C-3順番

15/30=50% 女 10男4無記入 lC-4その他・DK

190) 

アンケー トの後半となる家族の緋（III）についての質問である。

図20( III問19）は．「家族の緋が強かった」と思う時期を質問した結果である。米国の男女は．

｛総，む処欽

ここからは．

大学 ・短大時期が最も家族の粋が強かった時期と回答しているが．被験者は大学 ・短大生であるか

ら．現在のことを意味している。米国の大学 ・短大は親と離れて寮やアパートから通学している学

ついに自由を謡歌できるよう生が多く．授業料を支払ってもらい．親からの小言を聞かずに済み．

メーJレや電話で殺と話をしていて両親に対する感謝や緋を感じるようになったのになり．時々 ．

しかしほほ同じような状況にある中国入学生と日本入学生に．大学 ・短大時期が低くであろう。

小学：低学年と高校時代に 「家族の緋」が強く出てい山たことは驚きである。日本と中国において．

ることと．逆に．小学：高学年と中学時代に低く 出ているこ とは．両国の「受検勉強プレッシャ－J

理解できるであろう。を考えれば．

日本男女に「わからない」が最多として出たことである。これは．少なくひとつ不思議なのは．

自身の家族との緋が強かったことを振り返ったとき．とも二つの面から考えられる。ひとつは．

度もそう いう時期が無かったので「わからない」と答えた。もうひとつは，家族の粋というものの

日本男女がこれ程多く意味があいまいで．答えられなかったという理由。他にも理由はあろうが，

・・・問題をもったとき ・・・相談をしたのは誰で

-34-

「わからないJに答えたのは驚きである。

図 21( III問20）は．「鮮が一番強かった時JUJに．



2016 iド1$ 22 ¥J・ 総合文化研究所紀要共立女子大学 ・共立女子短JUJ大学

［図20)Ill 111119. 事j，が~JiかったII寺JV!
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次がずっと低く母親が一番で．すかJと聞いた結果である。やはり圧倒的に.3ヵ国の男女とも．

次が吏に低く父親であった。それなりに．納得 －理解できる順序であった。

図22（皿問21）は．「最近では．…問題をもったとき一最初に相談するのは誰ですかJを聞くと．

母親→兄弟tm妹→父親の順で．ほほ図 21( II 20) 
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と同じになった。

兄弟姉妹．
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II・米 ・q－，にみるいじめと家族の緋の国際比較一大学生を対象にした2次調査一

[Iii 22）困問21.問題の相談相手 （最近）

本
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・9

[!:XI 23) m問22.家政を結びつけるもの

明「
10飢施

＂＇’‘ 

。，‘

電

図 23(ill問22）は．「家族を結びつけるのは．何だと」思うか目質問した。「精神的なものJは

米国男女に最も多く ．次が日本男女で．中国は少なかった。 これらに対し「血のつながりjは中

国男女に最も多く，次が日本男女で，アメ リカは少なかった。以上は，一般的にわれわれが持つス

テリ オ タイプに合う結果であった。一方，3ヵ国とも 「一緒に暮らす」も．そこそこに多かった。
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共立女子大学 ・ 共立女予知JUJ大学総合文化研究所紀~ 第22IJ・ 2016 ij: 

阪潟 ヂー ーーー

［凶24]Ill llll23. 家出生前でもう少しあったほうがよいと思うこと

図24(ill問23）は．「家庭生活で．

もう少しあったほうがよい」と思う

ものを聞いた。日本は男女ともに会

話とおもいやり．米国は男女ともに

くつろぎと会話．中国は男女ともに

おもいやりと笑いが多かった。逆に．

貌の権威としつけは.3ヵ国の男女

とも．非常に少なかった。

図25(ill問24）は．もし結婚し

て「条件さえ許されるなら．一両親

・・・祖父母」と． 同居するかどうかを

聞いた。「はいJは中国男女が圧倒

的に多く ．米国男女が続き．日本男

女が非常に少なかった。ただし「わ

からないJという答えは．日本男女．

米国男女中国男女の順に多かった。

住宅事情他の理由もあるかも知れないが．日本の親子の緋が，確実に変化してきたところに原因が

‘a’‘ 一 皮
肉

ヨ民

‘ ヨヌ‘

。，‘

aaqA町向

ロψ

・！＜

［凶25］凹問24.将来．！’｜分の税にliiJ)1,・を舷iむか

制「一一
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目 同
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4胤 ＋－ - - ::; 

四 ，－ ~ 
同

・・・・ "' ← 

珊 I~

2叫 4・・ト
冊，－ー」τl
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Uい

日 l 唱

。t勺二

あるようだ。

図26(ill問25a）は.lきI分の貌が「命にかかわる大切な手術 ，その日に会社の社長の前で＼自

分の昇進に影響するプレゼンテーションー..Jがあり ．さて，病院か会社のどちらへ行くかという質

- 37ー



円・米・中にみるいじめと家族の緋の国際比較一大学生を対象にした2次l刻扱ー

問である。l次調査と同じく ．米国男女は下記に示すごとく日本男女よりずっと高い制合で病院へ

より更に高い劉と女子（92%）は，米国男子（85%）女子（91%) 駆けつける。中国男子（94%)

合で病院へ行く。特に中国男子は．米国男子より 7%も高いことに留意したい。

日本男子病院へ駆けつけるのは．前回の l次調査での日米のみの比較結果であるが．そこで．

米国男子日本女子62.6%.61 %. 
〔図26]Ill llll25a. 10年後に病院or会社

米国女子 86.4%であった。84.7%. 
100’‘ 

日米男女4者の比較では．つまり．
噂割h

いずれも 2次調査の方が0.7～ 9.9%
厳粛

l t欠調査ほど高く出ている。次に．

10’‘ と2次調査の男女それぞれの差をみ

l 1大調査では．米女と日女の

差は 23.8%(86.4-62.6）.米男と日

ると．

男の差は23.7%(84.7 -61.0）であっ
制調‘

1α’‘ 

。，‘

米女と日女の差

は 18.6% (91.1 -72.5）.米男と日男

の差は 20.l% (85.4 -65.3）であった。

これを男女合算した平均にすると．

1 次調査は 23.8% [ (23.8＋お7）÷2].

2次調査は 19.4% [ (18.6+20.1) """ 2] 

た。2次調査では

［図27］国間25b.病院へ行くJfil山 （2つ選択）
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2016年第22ひ総合文化研究所紀＊共立女子大学 ・共立女子短期大学

2次調査の方が l次調査より，米国男女の平均と 円本男女の平均との差が少し

アメ リカと日本の男女のみを考えた場合.2次調査の方が l

であった。つま り．

絡まるという結＊となった。つまり．

病院へ行それでもアメリカの男女は．病院へ駆けつける割合の差は少し縮ま ったが．次調査より．

i次調査と同様に「家族への思い」が強く出ている。く割合は高く．従って．

なぜ駆けつけるの図'2:1( Ill Prll25b）は．図26（盟問25a）で病院へ駆けつけると答えた方々に．

か5つの理由の中からふたつの理由を選んでもらった結果である。「出世よりも殺が大事Jという

高く出た。親に安心してもらいたいという理由は．日本男女に向く．理由は.3ヵ国の男女とも．

殺に世話になったは．米国と中国に向く山ている。

で会社でプレセ4 ンをすると答えた学生たちに.5 図26( Ill JB]25a) 逆に図28(Ill fgJ25c）は．

つの理由のrJ1からふたつの理由を選んでもらった結糸である。「仕事の賀任を考えて」という理由は．

中国と日本に強く i'Uたが特に中国男子と日本女子に高く出た。一方．米国男女はともにかなり低

山米かった。病院へ行っても影響が無いは目3ヵ国男女に高〈出た。自分の家族を考えでの理由は．

中国男性に至ってはゼロであった。「自中国女性は非常に低く ．国男女と日本男女に高く 出たが

中国では，男子がゼロであったのに対して．日米男女に少しずつ出たが．分の昇進を考えて」は．

考えてしまった。

図29（町 間26）は． 「年老いた親を養うことJについて質問した。どう義うのか明確でない質

問であったが．「どんなこ とをしてでも殺を謎う」という理由は．米国男女と中国男女にかなり強

日本男女は米 ・中の男女のそれぞれ3分の l以下というように非常に低かった。

女性からはかな り日く山た。中国女性に．主／.進f;J：：欲がq守に高いのであろうかと．

く出た。しかし

この点に｜刻して少し懸念することがある。日本語の「養う」という言業と．英語の「E出ecare of」

会Mへ行く里nrt,( 2つ選択）［図28]Ill lffJ25c. 

100覧

・＂ロ電

明訓脇

ま
ヨ院
院

割良
由

置－
a

＂＂‘ 

＂＇’‘ 
a
q
s
 

ea
－－的

aa
向・・An

理

苦意
銀晶

e

－J
R
h

・

電
説盟‘

電

日 ！ ？ ｜ ゅ

向問＂け，τL’.c•.し

品三！
I - I " 
l 打、cゃ IMi  f I 

ntu 

毛

－J

V

 

ι庄
一一

；

ー

4

・勾
4
・－
同

""' 

現E地

10’‘ 

""' 

。，‘



日・米・q，にみるいじめと家族の緋の国際比較一大学生を対象にした2次調査一

＂＂ロψ

［凶29）皿問26.:if：.老いた親を縫うこと

場
動
喝
、
H
h

m’‘ 

uョー

-
""' 

F酬

ーョι－~i

ぷ翼民

［図32)IV l11J28.性別同居なの経済的サポー トなのか．が町

ー
ロ揖住

・女性

一一

JIC52 

'lOO か．あるいは両方を想定させるのかが．

これに対

日本男女にかなり強く出て．

米国男女と中国男女には低く出た。な

同居というと住宅事情もあるわけ

して「自分の生活力に応じて」という

どちらかと言うと経済的サ

ポートを強く想定させるのかどうか不

日本男女に低く 出ても型解できる

今ひとつ明瞭でない。一方．

のであろうか。

理由は，

明だが．

お．

で句

3田

わたしども

の新理論の質問項目であるが．残念な

は．図30( ill問27a)

がらまだ分析が終了していないので．

中国アメ•m8< ここでは割愛させてもらうことにす

る。

図31(ill問27b）は．新型論のもうひとつの集計であるが．残念ながら分析が終了していない

ここではやはり割愛させてもらう。ので．

これ以降の質問項目は 個人の~明生 ・ 自己分析 (IV ）となる。
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共立女子大学 － 共立女子短期大学総合文化研究所紀~ 第22号 2016年

［図33)IV l::J29. -Wt船
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図32(N 問28）は．性別に回答し

てくれた学生のみの音t・1.565名のジェ

ンダー結果である。l次捌査同様に，

3ヵ国とも女子が圧倒的に多かった。

特に女性が多かった日本と中国が．男

対女の割合で．それぞれ 19: 81と

18: 82で．不思議にほぼ同じ割合い

であった。これに対してアメリカの男

女比は.31 69であった。アメリカ

と中国男子の数が少なかったことは．

当該調査の問題点であった。

図33(N問29）は．被験者の年齢

であるが. 3ヵ国とも大学生が対象な

ので.18～ 22歳が圧倒的に多かった。

しか し 中国男女に｜浪つては.23～ 

'10 
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7田
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［凶34]IV 11[130. 国籍

)61 

日本

“＝ 

24歳も少しいた。25歳以上は． 米国に少しではあるがいた。

・3定 B’E

” 

図34(N 問30）は．国絡を聞いた結果である。アメ リカと日本で回収されたアンケー卜の中に

外国人留学生が少しいた。中国に．外国人留学生がほとんどいなかったことは不思議である。

図35(N 問31）は． 民族的背景を間いた結巣である。l11'：剖査の中にこの質問がなく，調査仲
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日 米・rj・rにみるいじめと家族の鮮の国際比較一大学生を対象にした2次調査一

［図35]N fll)31. 民自主的？？絞

・会ロ揖
日＇
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自分の位絡 （償極的C)ij'j極的）［図 36]N問32a.
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間から聞くべきという意見があり.2次調査に入れることにした。最・もバラエティーに富む米国で

日系とアフリカ系とヒスパニック系がそこそこにいたこ

図36(N 問32a）は．被験者に自身が積極的か消極的かの性格を. 5段階で聞いた結果である。
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コーカソイド系が最多であるが，

とが判明する。

あるが．



2016 1ド第22号総合文化研究所紀要共立女子大学 ・共立久子製Jりl大学

日刈37)rv liil32b. !'I分の性情（外交的。内向的）
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それぞれの国のトップ2を順に列記すると．日本は「半々」と「やや消極的J.米国は「やや積極的」

米国中国は「やや和極的Jと「半々」であった。特に中国男女が「やや積極的Jに．

よりずっと多く回答していることに驚いた。

図37(N問32b）は．

と「半々 」．

被験者に自身が外交的か内向的かの性格を.5段階で｜却し、た結果である。

それぞれの国のトップ2を順に列記すると．日本は「半々Jと 「やや内向的J.米同は 「半々 jと「や

中国は「半々」と「やや外交的」であった。非常に驚いたことに．「やや外交的Jが日や内向的J.

アメリカ入学生の方が本と米国で共に5段階のうち 3番目に多かった事である。普通に考えれば．

セルフイメージ‘ではそれほどに述いないというこ とに日本入学生に比べずっと外交的と思えるが．

自分と友人との比較に対する自身の認識だからであろうか。ピックリした。あくまでも，

自己判断を聞いた結来である。そ図38(N問32c）は．被験者自身が｜湯気か静かであるかの，

日・米・中3ヵ国とも，「やや陽気」と「半々jであった。れぞれの国のトップ2を順に列記すると．

中国と日本がほぼアメリカが少し陽気で．しかしそれぞれの学生たちの税度（割合）をみると．

同じくらいで続いている。

llflいた結果である。そ

中日本と米国が［半々jと「やや進歩的Jであったが．

国だけは「やや進歩的」と「半々Jであった。中国は国自体が大変な変革を経験しているときで．

被験者自身が進歩的か保守的であるかの性格を．

れぞれの図のトップ2を順に列記すると．

図39(N 問32d）は．

セルフイメージに「やや進歩的」が多いことに理解できる。日本と米国とを比較すると．日本は「や

と「非常に保守的」が米国よりかなり多く 出ていることに注目した。英語の

日本入学生はイメージがあるのに反して．アメリカ入学生のネガティプ
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保守的という言葉をそれほどネガティブに思わないことが影科しているのであろうか。

図40(N間32e）は．家族と友達の大切さの比較を聞いた結果である。それぞれのトップ2を

米国が「家族が一番Jと「半々J.日本は「半々」と「家族が大切Jであったが目
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中国は「家族が一番Jと「家族が大切Jであった。ここから 3ヵ国の学生たちによる家篠の重要性

少し離れて最後が日本となる。ほんの少し離れて米国が二番．q-1国が一番．を考えると．

結語N 

理解しても途中経過の報告のみだけとここでは．考察とまとめは省略させてもらう。本稿は目

らいたい。
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いじめ・家擦の縛に刻する

アンケート調査

・日本・アメリカ・中国の大学生を対象に、このアンケート用紙を作りました。

・これは無記名のアンケートなので、名前を書く必要はありません。

・回答したくない質問があれば、回答しなくても構いません。

・回答した上で、もし、このアンケ｝ト用紙を提出したくないと思ったら、提出

しなくても結構です。

・なお、このアンケート調査についてご質問がありましたら、下記の住所へお閑

い合わせ下さい。

干101・8437

東京都千代田区一ツ橋2-2-1

共立女子短期大学

植木武（研究代表）



日・米・中にみるいじめと家族の緋の国際比較一大学生を対象にした2次調査一

答え方： 最も適当と思われる答えの番号・記号にOをして下さい。

（ の箇所には、適当な言葉や文を書いて下さい。）

｜防じめに‘いじめに閲する質問老い記し例。 ｜ 

Iいじめられた経験

1 .あなたは今までに、個人あるいはグループによりいじめられたことがありますか（ 1か2

どちらか一つに0）。もし、いじめられたことがあるなら、それはいつのことですか（ a

～f に観数O可能）。

1. ありません→間 11へ ,,-
.. ( a 小学校 1～3年生 b 小学校4～6年生 l 

d 高等学校 1～3年生 ｜ 

f いつかわからない J 

2. はい、あります一一惨｜ c 中学校1～3年生

l e 専門学校・短大・大学生

問 1を「2. はい、ありますJと答えた方は、そのまま続けて下さい。

「1.ありません』と答えた方は、問 11へ飛んで下さい。

2.一番ひどいいじめを受けたのは、いつごろですか（一つ選んで0）。

1. 小学校 1～3年生 2.小学校4～6年生

3. 中学校 1～3年生 4. 高等学校 1～3年生

5. 専門学校・短大・大学生 6. いつかわからない

3.最悪のいじめを受けたとき、どのようないじめでしたか（一つ選んで0）。

1. 言葉によるおどし 2.身体的暴力

3. ネットいじめ（パソコン、携帯等）

5. 仲間はずれor無視

7.持ち物を隠すor傷つける

9.金・物を要求した

11. 木棒・チェーン・刃物等で骨した

4.誹務中傷した

6.秘密を暴露した

8.パシリにした

10.性的暴力

12. その他

4.誰によって最悪のいじめを受けましたか（一つ選んで0）。

1.親／両親 2.兄弟・姉妹 3.先生

4.級友 5.その他

5.その最悪のいじめをした人（々）は、あなたと、 1～3 （一つ選んで0）。

1. 向性です 2.異性です 3. 両方です

(1) 
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6. 一番ひどいいじめを受けたとき、あなたはどう思いましたか（一つ選んで0）。

1. 大して辛くなかった→間8へ

3.非常に辛かったー問8へ

2.辛かったー問8へ

4.我慢できなく、死にたく思ったー問7へ

7.上聞6の『4.義慢できなく、死にたく思った』 lこOをした方のみにお聞きします

( 1～31こOをした方は、間8へ飛んで下さい）。

そのいじめを受けたとき、なぜ、死にたく思ったのですか（複数O可能）。

1. 非常に悲しかったから

2.非常に辛かったから

3.嫌われていると，思ったから

4. 自分は必要とされていないと思ったから

5. 自分が死ねば、相手が責任を関われると思ったから

6.その他

8.そのいじめを受けたとき、最初に誰に相談しましたか（一つ選んで0）。

1.親／両親 2. 兄弟・姉妹 3.先生

4.友人 5.その他 6.相談しなかった

9. いじめられた後、あなたとその人（orグループ）との関係はどうなりましたか（一つ選

んで0）。

1.後に和解した 2.その後、口を利いていない

3. その後、会っていない 4.その他

10.最悪のいじめを受けたときのことを聞きますが、なぜ、あなたはいじめられたと考えて

いますか。思いつく理由を、いくつか書いて下さい。

2. 

3. 

4. 

5. 

E いじめた経験

11.あなたは、今までに他人をいじめたことがありますか（一つ選んで0）。

1. fj；し、 2.いいえ→間 19へ

問 11を「 1.はいJと答えた方は、そのまま続けて下さい。

「2. いいえJと答えた方は、問 19へ飛んで下さい。

(2) 



日・米・中にみるいじめと家族の紳の国際比較一大学生を対象にした2次調査一

12.最もひどいいじめをしたとき、どんないじめをしましたか（一つ選んで0）。

1. 言葉によるおどし 2.身体的暴力

3. ネットいじめ（パソコン、携帯等） 4.誹誇中傷した

5.仲間はずれor無視 6.秘密を暴露した

7.持ち物を隠すor傷つける

9.金・物を要求した

11. 木棒・チェーン・刃物等で脅した

8.パシリにした

10.性的暴力

12.その他

13. この一番ひどいいじめをしたのは、あなたがいつのことでしたか（一つ選んで0）。

1. 小学校 1～3年生 2.小学校4～6年生

3. 中学校 1～3年生 4.高等学校 1～3年生

5. 専門学校・短大・大学生 6.いつかわからない

14.誰をいじめましたか（一つ選んで0）。

1.親／両親 2.兄弟・姉妹 3. 先生

4.級友 5.その他

15. あなたが一番ひどいいじめをした相手は、あなたと、 1～3 （一つ選んで0）。

1. 向性です 2.異性です 3. 両方です

16.一番ひどいいじめをした後で、あなたはどう思いましたか（一つ選んで0）。

1.非常に恥ずかしく思った 2.少し恥ずかしく，思った

3.何も感じなかった

5. とても気持ち良かった

4.気持ち良かった

6.その他

17.一番ひどいいじめをしたとき、あなたはそれを『いじめ』と自覚していましたか、それとも、「ふ

ざけJと思っていましたか。当時の自分の気持ちに一番近い番号を一つ選んでOをして下さい。

1 

ふざけ

(100%) 

2 

ふざけ

(75%) 

3 

半々

(50%) 

4 

いじめ

(75%) 

5 

いじめ

(100%) 

18.一番ひどいいじめをしたときのことを聞きますが、あなたはなぜその人（orグループ）

をいじめたのですか。思いつく理由を、いくつか書いて下さい。

2. 

3. 

4. 

5. 

(3) 
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ごとか勾跡、あ移fee;)ご家族につい乞質問い怠し参可。

19.小学校時代から現在までの中で、あなたが一番「家族の幹が強かった」と思う時期はい

つですか（一つ選んで0）。

1.小学校 1～3年生

3. 中学校 1～3年生

5. 専門学校・短大・大学生

2.小学校4～6年生

4. 高等学校1～3年生

6. いつかわからない

20.家族の紳が一番強かった時期に、あなたは問題をもったとき、家族の中で最初に相談を

したのは雄ですか（一つ選んで0）。

1. 兄弟／姉妹（たち） 2.母親

3. 父親

5.祖父

7.義父

9. その他

4.祖母

6.義母

8.義母／義父が連れてきた義理の

兄弟／姉妹（たち）

21.量近では、あなたは問題をもったとき、家族の中で最初に相談をするのは誰ですか（ー

つ選んで0）。

1. 兄弟／姉妹（たち）

3. 父親

5.祖父

7.義父

9.その他

2.母親

4.祖母

6.義母

8.義母／義父が連れてきた義理の

兄弟／姉妹（たち）

22.家族を結びつけているものは、何だと思いますか（一つ選んで0）。

1. 名字や戸籍

3. 一緒に暮らすこと

5.精神的なもの

2.血のつながり

4.経済的なもの

6. その他

23.あなたが、ふだんの家庭生活で、もう少しあったほうがよいと思うのはどんなことでし

ょうか（一つ選んで0）。

1. 笑い

4. 自由

7. しつけ

2. 会話

5.おもいやり

8.その他

(4) 

3. くつろぎ

6.親の権威



日・米・中にみるいじめと家族の紳の国際比較一大学生を対象にした2次調査一

24.将来、あなたとあなたのパートナーが家庭を築いた際、もし、条件（部屋とか経済的理

由）さえ許されるなら、あなたは、年老いたあなたの両親、あるいは祖父母に対して、

同居することを頼むでしょうか（一つ選んで0）。

1. 1まし、 2.いいえ 3. わからない

25.今から 10年後に、以下のようなことが起ったと仮定して下さい。

，－－－－－－－－ーーーーーーーーーーー・・ーーーーーーー・ーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
自分の母 or父が、命にかかわる大きな手術をすることになりました。たまたま

その日に、会社の社長の前で、自分の昇進に影響するプレゼンテーションをやらね

ばなりません。そこであなたは、病院へ駆けつけるか、会社でプレゼンテーション

をするか悩みます。

1 or 2どちらか一つを選んでOをし、その理由を下の選択肢a～eから呈豆選んで下さい。

1.病院に駆けつける

↓ 
あなたの考えに近い理由を下の選択肢

a～eより＝つ選んでOをして下さい。

... ・・・・・－・・－」 病院に駆けつける理由 I・・・・・・・・・”＼ 

a. 親に安心して手術

もらいたいので、病院へ行く

b. 出世よりも親の方が大事な

ので病院を優先する

c.親には子供の頃に世話にな

っているので、ついていたい

d. 兄弟・姉妹が集まるだろう

し、自分も行かなければなら

ない

e. 行かないと、財産相続のと

きに他の兄弟・姉妹と比べ不

利になるのが心配

＼ ～♂J 

2.会社でプレゼンテーションを行う

↓ 
あなたの考えに近い理由を下の選択肢

a～eより＝つ選んでOをして下さい。

r：·－：：：：量三：~~｝子証言占：：：：：：：！··－··”‘＼
一供

のことを考えれば、プレゼンも ； 
いたしかたない I 

b. 自分の昇進を考えれば、プレ ； 
ゼンもやらねばならない ； 

I c.仕事の責任を考えれば、プレ ； 
； ゼンを逃げる訳にはいかない ； 
い．自分がやらなければライバルが ； 
！ ゃるので、それは我慢できない ； 
I e 自分が病院に行っても手術の ； 
j 成功・不成功には影響しないの ； 

26.あなたは、年老いた親を養うことについてどのように思いますか。この中からあなたの

考えに最も近いものを、一つだけ選んでOをして下さい。

1. どんなことをしてでも親を養う 2. 自分の生活力に応じて親を養う

3.親自身の力や社会保障にまかせる 4.わからない

(5) 
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27.あなたのご両親（養父母を含めても良い）についてお聞きします。あなたのご両親（お

ひとりでも良い）は、この 1年間に、あなたのおじいさん、あるいは、おばあさん（or

二人一緒）を訪問したでしょうか。本日からさかのぼって、 365日以内のことを聞いて

ど主主（一つ選んで0）。

1. はし、 2. いいえ 3. 知りませんー問28へ

行かなかった理由（一つ選んで0)

1.祖父母と同居、あるいは近所に住んでいるため

2.祖父母は他界しているため

3.仕事などで予定が合わなくて

4.その他

以下の質問A～Dにも答えて下さい。口には数字を記入（時聞は 1回の訪問にか

かる平均時間）、選択肢は一つ選んでOをして下さい。

A.私の親（or両親）は、私の盆重のおじいさん／おばあさんを、この 1年間以

内に仁コ回訪問しました。かかった時間は片謝 時間 対です。

主な交通手段（一つ選んで0)

1. 徒歩 2. 自転車 3. 車（「l家則＂＇：・タクシー・レンタカーなど）

4. 列車 5.パス 6.飛行機 7.その他

B.私の親（or両親）は、私の量互のおじいさん／おばあさんを、この 1年間以

内に仁コ回訪問しました。かかった時間は片湖 時間 剣です。

主な交通手段（一つ選んで0)

1. 徒歩 2. 自転車 3.車 mi家川市・タクシー・レンタカーなど）

4.列車 5.パス 6.飛行機 7.その他

c.私の盆互のおじいさん／おばあさんは、私たちの家族を、この 1年間以内に

仁コ回訪問してくれました。かかった時間は片剖 時間 対です。

主な交通手段（一つ選んで0)

1. 徒歩 2. 自転車 3.車 (El家miti:・タクシー・レンタカーなど）

4.列車 5. パス 6.飛行機 7. その他

D. 私の量塞のおじいさん／おばあさんは、私たちの家族を、この 1年間以内に

仁コ回訪問してくれました。かかった時間は片道｜ 時間 併です。

主な交通手段（一つ選んで0)

1. 徒歩 2. 自転車 3.車（自家用＇＂：・タクシー・レンタカーなど）

4.列車 5.パス 6.飛行機 7. その他

(6) 



日・米・中にみるいじめと家族の緋の国際比較一大学生を対象にした2次調査一

｜輸に、紛怠自身ぬごとについ乞質問いM 可。

28.あなたの性別

1.女性

29.年齢はおいくつですか

1. 18～19歳

3. 23～24歳

2. 男性

2. 20～22歳

4. 25歳以上

30. あなたの国籍はどこですか（二つ以上ある場合は、 Oをつけるか、すべて書いて下さい）。

1. 日本 2.アメリカ合衆国 3.中 国

4.その他

31. あなたの民族的背景について質問します（ニつ以よある場合は、 Oをつけるか、すべて書い

て下さい）。

1. アジア系 2. コーカソイド系（白人）

3. アフリカ系 4. ヒスパニック系

5.ネイティプアメリカン 6.パシフィック諸島系

7. その他

32.下記A～Eの項目で、自分の性格に一番近いもの（ 1～5）を一つ選んでOをして下さい。

自分の性格は…

1 2 3 4 5 
A 

非常に積極的 やや積極的 半々 やや消極的 非常に消極的

1 2 3 4 5 
B 

非常に外向的 やや外向的 半々 やや内向的 非常に内向的

1 2 3 4 5 
c 

非常に陽気 やや陽気 半々 やや静か 非常に静か

1 2 3 4 5 
D 

非常に進歩的 やや進歩的 半々 やや保守的 非常に保守的
（変不を好む） （現状維持を好む）

1 2 3 4 5 
E 

家族が一番大切 家族が大切 半々 友達が大切 友達が一番大切

(7) 


